


PCPC圧着関節工法圧着関節工法 により耐震性能耐震性能を確保。確保。

「KTBKTB ・PCaPCPCaPC外付け外付け フレーム耐震補強ム耐震補強」

KTB協会は、新築建造物に震度7を超える巨大

地震にも建物を損傷させない弾性体の超耐震

構造を実現する「PC圧着関節工法」を、多くの

学識経験者で構成されるKTB・圧着技術研究

所の指導のもとに研鑽を重ね、多くの実績をあげ

てきました。

「KTB・PCaPC外付けフレーム耐震補強」は、こ

のPC圧着関節工法を用いて既存建物の耐震性

能を増強し、かつ大地震後も継続使用を可能に

する耐震補強工法です。柱・梁は高品質・高強

度のPC部材を工場で製作し、現場での急速施

工を実現します。また、採光・通風などの居住環

境を現状と変えることなく、建物のファサードを改

修し、新しいイメージを創造することができます。

「KTB・PCaPC外付けフレーム耐震補強」は、

KTB・圧着技術研究所が（財）日本建築防災協

会より、技術評価書を取得しています。
※ 五十音順（2007年1月現在）
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東京未来大学耐震補強工事

施工前

施工後

PC圧着関節工法 の特色を活用した、

優れた耐震補強工法として推奨したい。

KTB・圧着技術研究所所長　中野清司

（元建設省建築研究所所長）
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PC圧着関節工法 により耐震性能を確保。

「KTB・PCaPC外付けフレーム耐震補強」
※PCaPC は、プレキャストプレストレスト・コンクリートの略称です。
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建物の短辺方向の耐震性能建物の短辺方向の耐震性能を確保。確保。

「KTB・PCaPCバットレス耐震補強」「KTB・PCaPCバットレス耐震補強」
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施工手順施工手順施工手順 建物の短辺方向の耐震性能を確保。

1  基礎工事（アンカーフレームセット状況） 2  柱脚ブロック据付状況

3  PC柱建方状況 4  PC柱緊張状況

5  PC梁架設状況 6  PC梁緊張状況

7  既存建物とのスラブ接合状況 8  PC工事完了

「KTB・PCaPCバットレス耐震補強」は、KTB協会が「KTB・PCaPC外付けフレーム耐震補強」とともに

推奨するもう一つの耐震補強工法です。

既存建物と新設柱の間に、PCa梁をPC鋼棒で接合することによってフレームを形成し、短辺方向

（梁間方向）の耐震補強を可能にしたバットレスタイプのPCaPC耐震補強工法です。

「KTB・PCaPCバットレス耐震補強」
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